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昨
年
度
大
会
決
定
し
た
「
東

日
本
大
震
災
被
災
者
へ
の
特
別

見
舞
金
」
で
は
、
見
舞
金
と
し

て
２
８
８
件
＝
約
５
千
８
百
万

円
、
自
家
用
車
へ
の
援
助
と
し

て
１
２
１
件
＝
約
２
千
４
百
万

円
が
執
行
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

■
超
過
勤
務

○
○
○
○　

代
議
員
（
一
戸
）

　

超
過
勤
務
を
、
働
い
た
時
間

通
り
書
い
て
い
る
職
員
は
少
な

い
。
こ
れ
で
は
、
職
場
の
忙
し

い
実
態
が
見
え
て
こ
な
い
。
病

棟
で
は
、
準
夜
に
食
事
す
る
時

間
も
取
れ
な
い
状
況
だ
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
磐
井
）

　

看
護
科
で
は
、
超
過
勤
務
し

て
も
一
時
間
位
だ
と
書
い
て
い

な
い
と
い
う
人
が
多
い
。
時
間

通
り
多
く
書
く
と
、
上
司
か
ら

い
ろ
い
ろ
と
聞
か
れ
る
の
で
書

き
に
く
い
と
の
こ
と
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
中
部
）

　

パ
ー
ト
職
員
は
超
勤
が
で
き

な
い
が
、
定
時
に
は
業
務
が
終

わ
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
。
職
場

で
見
て
見
ぬ
振
り
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
事
務
局
長
交
渉

で
追
及
し
た
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
中
央
）

　

超
勤
も
締
め
付
け
が
厳
し
く

書
け
な
い
状
況
で
、
師
長
の
前

で
は
一
旦
帰
っ
た
振
り
を
し

て
、
戻
っ
て
き
て
仕
事
し
て
い

る
人
も
い
る
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
千
厩
）

  

新
採
用
者
の
面
接
で
、「
新

人
は
３
〜
６
ヶ
月
は
試
用
期
間

だ
か
ら
超
勤
は
書
け
な
い
」
と

師
長
が
話
し
た
と
。
総
看
護
師

長
に
事
実
確
認
し
、
き
ち
ん
と

指
導
す
る
よ
う
追
及
し
た
。

■
年
次
、
夏
季
休
暇

○
○
○
○　

代
議
員
（
久
慈
）

　

年
次
を
希
望
す
る
と
い
ち
い

ち
理
由
を
聞
か
れ
る
。
あ
る
職

員
が
葬
儀
に
参
列
す
る
た
め
年

次
を
希
望
し
た
際
に
は
、「
そ

ん
な
の
行
く
必
要
な
い
」
と
言

わ
れ
休
め
な
か
っ
た
。
み
ん
な

が
気
持
ち
良
く
年
次
を
取
れ
る

職
場
に
し
て
欲
し
い
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
中
央
）

　

７
対
１
看
護
が
９
月
は
厳
し

い
と
し
て
、
夏
季
休
暇
を
取
ら

な
い
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。

○
○
○
○
○　

代
議
員（
中
央
）

　
「
年
次
簿
は
許
可
を
も
ら
っ

て
か
ら
書
け
」「
家
庭
を
犠
牲

に
し
て
で
も
仕
事
を
優
先
し

ろ
」
と
平
気
で
言
う
看
護
師
長

が
い
る
。
働
く
人
に
優
し
く
な

い
職
場
に
な
っ
て
い
る
。

■
院
内
応
援
、
助
勤

○
○
○
○　

代
議
員（
大
船
渡
）

　

７
対
１
看
護
の
時
は
、
外
来

や
救
急
、
精
神
病
棟
か
ら
の
助

勤
が
大
変
だ
っ
た
。
応
援
に

入
っ
た
人
は
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

て
い
る
。
き
ち
ん
と
し
た
人
員

配
置
が
必
要
だ
。

＝県医労第６８回定期大会開催＝

第
１
号
議
案

２
０
１
１
年
度
財
政
報
告

並
び
に
会
計
監
査
報
告

第
２
号
議
案

２
０
１
１
年
度
運
動
方
針

過酷な超勤・助勤の職場実態

増員し笑顔で働ける職場に変えよう！
　

県
医
労
第
６８
回
定
期
大
会
が
、
６
月
２２
、
２３
日
の
２
日
間

に
か
け
て
、
花
巻
温
泉
「
ホ
テ
ル
千
秋
閣
」
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
18
支
部
か
ら
延
べ
１
４
６
名
の
代

議
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
出
席
。
職
場
状
況
な
ど
が
報
告
さ

れ
、
今
年
一
年
の
運
動
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

挨拶する中野委員長
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○
○
○
○　

代
議
員
（
釜
石
）

　

手
術
室
、
内
視
鏡
、
透
析
で

は
人
員
定
数
が
は
っ
き
り
せ

ず
、
病
棟
応
援
な
ど
も
あ
り
大

変
な
状
況
だ
。

○
○
○
○
○　

代
議
員（
胆
沢
）

　

７
対
１
看
護
の
た
め
、
ザ
ー

ル
や
外
来
か
ら
の
助
勤
が
あ

る
。産
休
者
や
育
休
者
も
多
く
、

育
児
時
間
者
も
時
間
に
は
帰
れ

な
い
状
況
だ
。
昨
年
は
年
次
が

ゼ
ロ
日
だ
っ
た
と
い
う
人
も
数

人
い
た
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
宮
古
）

　

消
化
器
内
科
医
が
不
在
で
、

外
科
の
入
院
患
者
が
減
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
他
病
棟
へ
助
勤

が
あ
る
。
日
替
わ
り
の
勤
務
は

大
変
な
ス
ト
レ
ス
だ
。

■
増
員

○
○
○
○　

代
議
員
（
中
部
）

　

手
術
件
数
は
年
３
千
件
を
超

す
状
況
で
、
年
々
増
加
傾
向
に

あ
る
。
看
護
師
数
も
そ
れ
に
伴

い
増
加
し
て
い
た
が
、
そ
れ
で

も
不
足
し
て
い
る
状
況
だ
。
７

対
１
看
護
の
病
棟
配
置
だ
け
が

優
先
さ
れ
、
外
来
や
手
術
室
な

ど
の
人
員
配
置
が
、
後
回
し
に

な
っ
て
い
る
状
況
だ
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
中
部
）

　

放
射
線
部
門
で
は
、
当
直
明

け
翌
日
も
昼
ま
で
仕
事
す
る
こ

と
も
あ
り
、
28
時
間
勤
務
と
な

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
当
直
時
は

ほ
ぼ
一
時
間
置
き
に
呼
ば
れ
、

忙
し
い
時
に
は
全
く
仮
眠
の
時

間
も
な
い
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
中
部
）

　

７
対
１
看
護
が
始
ま
っ
て
以

来
、
残
業
が
多
く
定
時
で
帰
れ

な
い
状
況
。
育
児
時
間
や
部
分

休
を
取
っ
て
い
る
人
も
同
様

だ
。
外
来
も
臨
時
・
パ
ー
ト
職

員
で
対
応
し
て
お
り
、
様
々
な

問
題
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
私
た
ち
看
護
す
る
側

が
患
者
に
な
っ
て
し
ま
う
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
遠
野
）

　

分
会
会
議
を
開
催
し
、
増
員

な
ど
の
要
求
書
を
提
出
し
た
。

そ
の
成
果
か
４
月
か
ら
一
つ
の

病
棟
で
、
夜
勤
体
制
が
引
き
上

げ
ら
れ
た
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
東
和
）

　

県
立
病
院
の
調
理
師
会
総
会

で
も
、
こ
の
10
年
位
正
規
職
員

で
補
充
が
な
い
こ
と
、
早
番
か

ら
遅
番
ま
で
の
勤
務
は
問
題
だ

と
さ
れ
た
。
疲
れ
が
取
れ
ず
ミ

ス
に
も
つ
な
が
る
。

○
○
○
○　

代
議
員（
大
船
渡
）

　

体
調
不
良
を
訴
え
る
職
員
が

増
え
、
超
勤
も
増
加
し
た
。
冬

場
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
流

行
し
、
特
に
も
超
勤
が
多
い
職

場
で
は
、
体
が
疲
れ
免
疫
力
の

低
下
に
よ
り
、
罹
患
率
も
高

か
っ
た
。
増
員
に
よ
り
健
康
が

保
て
る
職
場
に
さ
せ
る
こ
と
が

大
事
だ
。

■
９
回
夜
勤

○
○
○
○　

代
議
員
（
南
光
）

　

９
回
夜
勤
回
避
の
為
、
他
病

棟
か
ら
の
応
援
が
常
態
化
し
て

い
る
。
夜
勤
応
援
を
出
す
病
棟

で
は
、
さ
ら
に
他
の
部
署
か
ら

日
勤
応
援
を
も
ら
う
と
い
う
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
中
部
）

　

９
回
夜
勤
が
発
生
し
そ
う
に

な
り
、
分
会
会
議
を
開
催
。
今

ま
で
は
遅
出
な
ど
で
対
応
し
て

き
た
が
、
今
回
は
育
児
時
間
の

方
々
に
夜
勤
を
お
願
い
し
回
避

し
た
。
一
人
で
も
病
休
と
な
れ

ば
、
す
ぐ
９
回
夜
勤
と
な
る
の

は
他
病
棟
も
同
じ
だ
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
釜
石
）

　

９
回
夜
勤
が
数
多
く
発
生

し
、
勤
務
表
作
成
に
苦
慮
し
て

い
る
。
病
休
者
数
な
ど
も
考
慮

し
て
、人
員
配
置
す
る
べ
き
だ
。

　

ま
た
認
定
看
護
師
が
少
な
い

と
し
て
、
数
名
に
声
が
掛
か
っ

て
い
る
。
人
手
が
足
り
な
い
の

に
何
故
と
思
う
。

■
時
間
外
研
修

○
○
○
○　

代
議
員
（
宮
古
）

　

感
染
や
安
全
対
策
な
ど
の
研

修
は
全
員
受
講
と
の
命
令
。
時

間
外
の
時
は
、
一
旦
業
務
を

中
断
し
て
研
修
会
に
出
席
し
、

戻
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
。
日

勤
な
の
に
仕
事
が
夜
９
時
を
過

ぎ
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
南
光
）

　

Ｈ
25
年
度
か
ら
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ

看
護
診
断
が
導
入
予
定
。
研
修

は
自
主
研
修
と
し
て
時
間
外
に

設
定
さ
れ
、
月
１
回
は
必
ず
参

加
を
と
の
指
示
。
総
看
護
師
長

か
ら
は
「
手
当
が
な
け
れ
ば
研

修
し
な
い
の
か
」
な
ど
と
言
わ

れ
た
。

山田・大槌・高田病院への寄せ書き
　「心を込めて書いてます」

発言する中部支部　○○代議員
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○
○
○　

代
議
員
（
大
船
渡
）

　

青
年
部
で
は
、
交
流
を
メ
イ

ン
に
学
習
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
７
月
に
は
定
期
大
会
、
９

月
に
は
秋
田
で
ア
ク
ト
が
あ

る
。
ぜ
ひ
職
場
か
ら
青
年
を
送

り
出
し
て
欲
し
い
。

○
○
○
○　

代
議
員（
大
船
渡
）

　

消
費
税
増
税
反
対
や
脱
原
発

な
ど
で
、
国
会
に
乗
り
込
む
よ

う
な
大
き
な
運
動
を
検
討
し
て

欲
し
い
。

○
○
○
○
○　

オ
ブ（
友
の
会
）

　

権
利
が
行
使
で
き
な
い
状
況

が
続
け
ば
、
勝
ち
取
っ
た
権
利

も
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。
支
部
の

組
織
力
を
強
化
し
、
Ｏ
Ｂ
や
地

域
の
力
を
借
り
て
は
ど
う
か
。

■
衛
生
委
員
会

○
○
○
○　

代
議
員
（
二
戸
）

　

看
護
科
や
栄
養
科
で
は
、
平

均
年
次
取
得
が
前
年
度
よ
り
２

日
位
減
っ
た
。
夏
季
休
暇
を
勝

手
に
割
り
振
る
問
題
と
併
せ

て
、衛
生
委
員
会
で
追
及
し
た
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
高
田
）

  

高
田
の
衛
生
委
員
会
は
、
震

災
前
か
ら
５
分
間
し
か
な
い
。

組
合
側
が
出
席
で
き
な
く
て
も

開
催
し
た
こ
と
に
し
て
お
り
、

毎
月
開
催
し
て
る
と
の
報
告
は

全
く
の
デ
タ
ラ
メ
だ
。

　
■
組
織
拡
大
・
強
化

○
○
○
○　

代
議
員
（
磐
井
）

　

組
織
拡
大
で
は
、
未
加
入
者

の
名
簿
を
作
り
、
執
行
委
員
会

で
確
認
し
意
識
付
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
秋
の
中
央
委
員
会

ま
で
に
は
、
目
標
の
７
割
以
上

と
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

○
○
○
○
○　

代
議
員 

（
胆
沢
）

　

分
会
集
会
を
年
２
回
開
催
。

春
は
新
採
用
者
と
未
加
入
者
を

対
象
と
し
た
組
織
拡
大
、
秋
は

職
場
要
求
取
り
ま
と
め
の
た
め

開
催
し
て
い
る
。

■
そ
の
他

○
○
○
○
○　

代
議
員（
磐
井
）

　

花
泉
診
療
所
が
県
立
に
戻
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
患
者
か
ら

は
「
以
前
は
私
語
も
厳
禁
だ
っ

た
の
で
、
明
る
く
な
っ
て
良

か
っ
た
」
な
ど
、
う
れ
し
い
声

も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
遠
野
）

　

検
査
技
師
は
危
険
な
業
務
と

し
て
、
病
理
担
当
が
ホ
ル
マ
リ

ン
を
常
時
扱
っ
て
い
る
の
で
手

当
を
出
し
て
欲
し
い
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
中
部
）

　

２
つ
の
病
棟
で
補
助
者
の
16

時
間
夜
勤
が
あ
り
、
補
助
者
か

ら
も
「
夜
勤
は
つ
ら
い
」
と
言

わ
れ
て
い
た
。
５
月
か
ら
、
う

ち
一
箇
所
に
つ
い
て
、
６
時
か

ら
の
早
出
と
22
時
ま
で
の
遅
出

に
変
更
さ
せ
た
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
大
槌
）

　

仮
設
診
療
所
に
な
る
に
あ
た

り
、
泣
く
泣
く
兼
務
発
令
に
よ

る
異
動
、転
勤
し
た
人
も
い
る
。

職
場
に
は
ま
だ
更
衣
室
も
休
憩

室
も
な
い
。
早
く
白
衣
を
着
て

仕
事
を
し
た
い
。　

○
○
○　

代
議
員
（
山
田
）

  

病
院
再
建
で
は
、
改
築
す
る

の
か
新
築
な
の
か
も
決
ま
っ
て

い
な
い
。
薬
剤
師
が
１
名
と
な

り
、
年
次
が
取
り
づ
ら
い
状
況

と
な
っ
た
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
江
刺
）

　

職
場
の
要
求
を
取
り
ま
と
め

る
の
が
組
合
活
動
。
職
場
の
雰

囲
気
、
風
土
を
変
え
さ
せ
て
い

く
こ
と
も
大
切
だ
。か
つ
て
は
、

先
輩
が
後
輩
に
教
え
育
て
た
。

今
は
そ
れ
が
で
き
て
い
な
い
状

況
が
あ
る
。

○
○
○
○
○
○
代
議
員（
大
船
渡
）

  

女
性
部
で
は
、
毎
年
ブ
ロ
ッ

ク
集
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、

年
々
参
加
者
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
。
９
月
に
一
泊
で
福
島
へ

の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
予
定
。

定期大会の様子

議長団の後ろの看板「被災した県立病院の早期再建を！」
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２
０
１
２
年
度

特
別
執
行
委
員
の
決
定

　

○
○
○
○
氏
を
、
満
場
の
拍

手
で
特
別
中
央
執
行
委
員
と
し

て
確
認
し
ま
し
た
。

■
中
央
執
行
委
員

　

○
○
○
○
○
（
久
慈
支
部
）

　

○
○　

○
○
（
中
央
支
部
）

　

○
○　

○
○
（
胆
沢
支
部
）

■
会
計
監
査
員

　

○
○　

○
○
（
中
央
支
部
）

　

○
○　

○
○
（
一
戸
支
部
）

役員名 定数 立候補者氏名 信任 不信任 白票 無効
中央執行委員長 1 ○　○　○　○ ８５ ０ ０ ０

副中央執行委員長 2
○　○　○　○ ８４ １ ０ ０
○　○　○　○ ８４ １ ０ ０

書 記 長 1 ○　○　○　○ ８５ ０ ０ ０
書 記 次 長 1 ○　○　○　○ ８４ １ ０ ０

中央執行委員 11

○　○　○　○ ８５ ０ ０ ０
○　○　○　○ ８５ ０ ０ ０
○　○　○　○ ８５ ０ ０ ０
○　○　○　○ ８５ ０ ０ ０
○　○　○　○ ８３ ２ ０ ０
○　○　○　○ ８５ ０ ０ ０
○　○　○　○ ８５ ０ ０ ０
○　○　○　○ ８５ ０ ０ ０
○　○　○　○ ８５ ０ ０ ０
○　○　○　○ ８５ ０ ０ ０
○　○　○　○ ８５ ０ ０ ０

会計監査委員 3
○　○　○　○ ８３ ２ ０ ０
○　○　○　○ ８５ ０ ０ ０
○　○　○　○ ８５ ０ ０ ０

2012年度本部役員選挙・信任投票結果
投票総数8685票

選出区分 氏　　名 所属支部

北部地区 ○○　○○ 一戸

中部地区 ○○　○○ 中部

三陸地区 ○○○○○ 宮古

南部地区 ◎○○　○○　 南光

執　行　部 ○○　○○ 二戸

2012年度統制委員

選出区分 氏　　名 所属支部

北部地区 ○　○○○ 中央

中部地区 ○○　　○ 胆沢

三陸地区 ○○　○○ 釜石

南部地区 ◎○○○○○　 磐井

執　行　部 ○○○○○ 一戸

執　行　部 ○○　○○ 高田

2012年度犠牲者救済委員
２
０
１
２
年
度
財
政
方
針

　

組
合
員
の
平
均
賃
金
が
下

が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
本
部
費

を
１
０
０
円
下
げ
、
４
７
０
０

円
と
す
る
こ
と
。
青
年
部･
女

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

第
６
号
議
案

退
任
役
員
の
紹
介

永
年
組
合
員
の
表
彰

　

13
支
部
34
名
の
表
彰
者
を
拍

手
で
承
認
し
ま
し
た
。
今
後
、

支
部
定
期
大
会
で
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

第
３
号
議
案

２
０
１
２
年
度
役
員

及
び
各
種
委
員
の
選
出

　

今
年
度
の
本
部
役
員
、
統
制

委
員
、
犠
牲
者
救
済
委
員
は
別

表
の
と
お
り
で
す
。
本
部
役
員

は
、
定
数
ど
お
り
の
立
候
補
と

な
り
信
任
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

※「◎」は委員長

＝
総
括
答
弁
＝

　

超
勤
・
助
勤
・
年
次
な
ど
、

過
酷
な
職
場
状
況
が
数
多
く
報

告
さ
れ
た
。
当
局
交
渉
で
追
及

し
、
職
場
を
改
善
さ
せ
て
い

く
。
増
員
抜
き
に
解
決
は
あ
り

え
ず
、
特
に
も
調
理
師
の
正
規

採
用
に
向
け
て
力
を
入
れ
て
取

り
組
み
た
い
。

　

組
織
拡
大
で
は
、
成
功
事
例

が
報
告
さ
れ
た
一
方
で
、
活
動

が
で
き
て
い
な
い
支
部
と
の
差

が
懸
念
さ
れ
る
。
支
部
執
行
委

員
会
で
議
論
し
、
目
標
達
成
に

向
け
て
取
り
組
み
を
強
化
し
て

欲
し
い
。

性
部
結
成
55
周
年
の
記
念
行
事

の
た
め
増
額
す
る
こ
と
。
支
部

書
記
の
補
填
は
昨
年
同
様
行
う

事
、
な
ど
が
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

議長を務めた南光支部・○○○○○代議員（左）と
千厩支部・○○○○代議員（右）
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２
０
１
２
年
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
が
６
月
９
日
に
青
森

か
ら
岩
手
入
り
、
県
内
５
コ
ー
ス
で
行
進
し
、
６
月
17
日
に
宮
城
へ

引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

平
和
行
進
は
「
歩
く
」
と
い
う
誰
に
も
で
き
る
行
動
で
、
核
戦
争

阻
止
、
核
兵
器
緊
急
廃
絶
、
被
爆
者
援
護
・
連
帯
を
沿
道
の
市
民
に

よ
び
か
け
、
そ
の
要
求
を
結
集
し
て
い
く
行
動
で
す
。
１
９
５
８
年

か
ら
行
わ
れ
、
以
来
こ
の
半
世
紀
以
上
、
雨
の
日
も
風
の
日
も
毎
年

休
ま
ず
行
進
は
続
け
ら
れ
、
い
ま
で
は
す
べ
て
の
都
道
府
県
と
７
割

を
超
え
る
自
治
体
を
通
過
し
、
毎
年
10
万
人
が
参
加
す
る
国
民
的
行

動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
２
年
ぶ
り
に
沿
岸
コ
ー
ス
（
宮
古
〜
釜
石
〜
花
巻
）
が
復

活
し
、
福
島
原
発
事
故
後
、
大
飯
原
発
再
稼
働
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
中
、

「
原
発
反
対
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
」
を
訴
え
、行
進
し
ま
し
た
。

①６月９日、小雨降る中、青森側から横断幕やリレー
旗が引き継がれたあと、「核兵器反対」「ふるさとをか
えせ」とアピールして行進。途中、久慈とも合流して
石切所公民館に到着。ほっとしたときの写真です。

2012国民平和大行進

原発再稼動許すな！
沿岸コース復活

②6月11日行進後の公会堂前集会で。
③盛岡大学の学生。大きな鶴も行進に参加。
④日本医労連の旗。これが引き継がれていき
ます。「平和がイチバン」。

⑤６月13日、紫波町役場を出発。元気に訴
える通し行進者の○○○○さん（右端）。
花巻では戸別訪問で署名を訴えました。

①

②

⑤

③ ④
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６
月
７
日
、
高
田
支
部
主

催
に
よ
る
「
被
災
地
寄
席
」
が

昼
の
部
（
自
然
環
境
活
用
セ
ン

タ
ー
）、
夜
の
部
（
県
立
高
田
病

院
）
の
２
回
に
わ
け
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
午
前
中
は
、
会
場
準

備
や
仮
設
住
宅
等
へ
の
チ
ラ
シ

配
布
な
ど
、
岩
手
医
労
連
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

昼
の
部
の
「
自
然
環
境
活
用
セ

ン
タ
ー
」
に
は
、
近
所
の
方
を

中
心
に
30
数
名
が
参
加
し
、
京

楽
師
匠
の
楽
し
い
落
語
に
、「
面

白
か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」「
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
人
に
聴
か
せ
た
い
」
と
笑
顔

で
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

夜
の
部
は
高
田
病
院
リ
ハ
ビ

リ
室
を
会
場
に
、
入
院
患
者
や

そ
の
家
族
、
職
員
な
ど
約
60
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
師
匠
の
噺

に
客
席
か
ら
は
何
度
も
大
き
な

笑
い
が
起
こ
り
、「
久
し
ぶ
り

に
本
気
で
笑
っ
た
よ
」
と
石
木

院
長
も
終
始
笑
顔
で
ナ
マ
の
落

語
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
は
、
高
田
病
院
・

鈴
木
事
務
局
長
に
会
場
手
配
や

宣
伝
な
ど
に
も
協
力
し
て
い
た

だ
き
無
事
に
成
功
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
寄

席
の
企
画
を
自
ら
申
し
出
て
く

だ
さ
っ
た
京
楽
師
匠
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三遊亭京楽師匠

　

国
の
動
き
と
し
て
こ
の
間

急
速
に
特
定
看
護
師
新
設
に

向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て

き
て
い
ま
す
。
厚
労
省
が
ま

と
め
た
骨
子
案
に
よ
る
と
、

「
５
年
以
上
の
経
験
が
あ
り
、

２
年
ま
た
は
８
ヶ
月
以
上
の

研
修
を
受
け
、
試
験
に
合
格

し
た
看
護
師
が
特
定
の
医
行

為･

医
療
行
為
に
つ
い
て
『
医

師
の
包
括
的
指
示
の
元
に
実

施
す
る
』」
と
い
う
制
度
で
す
。

「
包
括
的
指
示
」
と
は
、
医
師

が
文
書
で
患
者
の
処
置
方
法

を
看
護
師
に
事
前
に
伝
え
て

お
き
、
患
者
の
症
状
や
病
態

に
応
じ
て
「
看
護
師
の
判
断
」

で
処
置
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
骨
子
案
で
は
、

安
全
管
理
体
制
が
整
い
、
医

師
の
具
体
的
指
示
が
あ
れ
ば
、

特
定
看
護
師
で
な
く
て
も
特

定
医
行
為
が
出
来
る
と
し
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
研
修
の
有

無
に
関
係
な
く
看
護
師
な
ら

「
特
定
医
行
為
が
で
き
る
」
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
で
さ
え
、
業
務
が
手
一

杯
で
看
護
師
が
行
う
べ
き
業

務
を
看
護
補
助
者
に
委
譲
し

て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
が
導

入
さ
れ
れ
ば
現
場
は
ま
す
ま

す
混
乱
し
忙
し
く
な
る
の
は

あ
き
ら
か
。
看
護
師
の
離
職

が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
の
日
本
医
労

連
看
護
労
動
実
態
調
査
に
よ

れ
ば
、
仕
事
を
辞
め
た
い
理

由
に
「
思
う
よ
う
な
看
護
が

で
き
ず
仕
事
の
達
成
感
が
な

い
」
が
３
割
も
い
ま
す
。

　

医
行
為
を
行
う
こ
と
が
看

護
の
専
門
性
を
高
め
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

（
つ
づ
く
）

看
護
師
特
定
能
力
認
証
制
度

ス
ト
ッ
プ
！

　
特
定
看
護
師
①
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青年部

　

５
月
26
〜
27
日
（
土
・
日
）、

岩
手
医
労
連
青
年
部
主
催
の
青

年
交
流
会
「
プ
レ
ア
ク
ト
い
わ

て
in
一
関
」
が
真
湯
コ
テ
ー
ジ

な
ど
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
28

名
が
参
加
。
県
医
労
か
ら
は
、

６
支
部
14
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

１
日
目
、
ア
イ
ド
ー
ム
（
一

関
市
内
）
で
行
な
わ
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
交
流（
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、

23th みちのくアクト in AK
ITA

2012年 ９月７日㈮～９日㈰

今年の医労連青年部東北ブロック交流集会
（みちのくアクト） は、 秋田県大潟村で開催！

県医労青年部第55回定期大会県医労青年部第55回定期大会
■日程　７月14日（土）～15日（日）
　　　　 13：30　受付　朝解散
■会場　盛岡市・つなぎ温泉　ホテル　紫　苑

バーベキューの火が！（̂  ^  ;）

ホテル　サンルーラル大湯 ～ ～ ～

岩手医労連青年部プレアクトいわて in 一関

負けチームは体育館のモップがけ

スポーツ交流会後に（  ̂^  ）ｖ－

ド
ッ
チ
ビ
ー
）
で
は
、
４
つ
の

男
女
混
合
チ
ー
ム
に
分
れ
、
熱

い
闘
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
後
は
食
材
の

買
い
出
し
を
行
い
、 

須
川
岳
の

山
麓
に
あ
る
真
湯
コ
テ
ー
ジ

へ
。「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
に
お

い
に
誘
わ
れ
て
熊
が
出
没
す
る

か
も
…
」
と
い
う
話
に
、
若
干

の
不
安
を
抱
き
ま
し
た
が
、
ア

ル
コ
ー
ル
も
す
す
み
、
に
ぎ
や

か
に
交
流
し
た
た
め
か
熊
も
現

れ
る
こ
と
な
く
無
事
に
終
了
。

　

２
日
目
は
、
真
湯
温
泉
で
疲

れ
た
身
体
を
癒
し
、
厳
美
の
ポ

ラ
ー
ノ
ア
イ
ス
に
立
ち
寄
り
、

解
散
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
、温
泉
、Ｂ
Ｂ
Ｑ

今
年
も
楽
し
く
交
流
で
き
ま
し
た
♪
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妊
娠
中
で
す
が
、
仕
事
と
妊

婦
生
活
を
両
立
で
き
る
よ
う
権

利
ノ
ー
ト
で
勉
強
中
で
す
。

 

二
戸
支
部　

ぽ
か
ぽ
か

　

　

  

時
間
は
規
則
正
し
く
刻
ん
で

い
く
の
に
…
。
今
の
時
代
に

乗
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
ゼ
ン

マ
イ
巻
か
な
く
て
は
…
。

 

磐
井
支
部　

ペ
ロ

　

　

  

今
日
は
田
植
え
を
し
ま
し

た
。
身
体
は
疲
れ
た
け
ど
、
秋

に
お
い
し
い
お
米
を
食
べ
る
こ

と
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

 

二
戸
支
部　

桃
子

　

　

　

長
年
使
っ
た
パ
ソ
コ
ン
が
つ

い
に
壊
れ
て
し
ま
っ
た
。
恐
る

べ
し
落
雷
‥
‥
。
パ
ソ
コ
ン
が

な
い
と
す
ご
く
不
便
で
す
。
便

利
な
生
活
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
自
分
を
感
じ
ま
す
。

 

磐
井
支
部　

ベ
ガ

　

県
医
労
第
68
回

定
期
大
会
が
行
わ

れ
た
。
大
震
災
・

津
波
か
ら
間
も
な

い
昨
年
の
被
災
地

か
ら
の
報
告
を
は

じ
め
、
途
切
れ
る

こ
と
な
く
発
言
が

続
い
た
こ
と
を
思

う
と
控
え
め
で
は

あ
っ
た
が
、
参
加
さ
れ
た
す
べ

て
の
支
部
か
ら
発
言
が
さ
れ
た

▼
討
論
の
特
徴
の
第
１
は
、「
増

員
」
を
望
む
声
で
あ
っ
た
。
年

次
を
希
望
し
て
も
、「
あ
げ
ら

れ
な
い
」
発
言
が
は
ば
を
き
か

せ
る
。
年
次
取
得
ゼ
ロ
の
若
い

ナ
ー
ス
も
。
夏
季
休
暇
が
勝
手

に
つ
け
ら
れ
る
。
９
回
夜
勤
の

多
発
。
看
護
基
準
の
算
定
に
影

響
し
な
い
部
署
か
ら
、
助
勤
、

助
勤
の
繰
り
返
し
。（
ま
だ
６

月
な
の
に
）
退
職
者
が
出
た
こ

と
で
、
２
名
が
転
勤
を
迫
ら
れ

る
。
子
育
て
環
境
に
は
厳
し
く
、

や
む
な
く
離
職
。
調
理
部
門

の
、
早
番
か
ら
遅
番
ま
で
の
通

し
勤
務
の
異
常
さ
▼
討
論
の
第

２
の
特
徴
は
、
時
間
外
を
き
ち

ん
と
書
け
な
い
問
題
の
深
刻
さ

で
あ
っ
た
。「
早
く
帰
れ
」
を
繰

5
月
号
パ
ズ
ル

5
月
号
パ
ズ
ル

５
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
20
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
正
解
で
し

た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、

次
の
10
名
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り

ま
す
。

■
５
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

越
冬
カ
メ
虫
、
ひ
ま
わ
り

（
一
戸
支
部
）、
マ
ル
ガ
タ
ゴ

ミ
ム
シ
（
中
部
支
部
）、ペ
ロ
、

す
が
さ
ん
、
マ
ダ
ム
ベ
ル
（
磐

井
支
部
）、
よ
っ
ち
マ
マ
（
南

光
支
部
）、
か
あ
ち
ゃ
ん
（
大

東
支
部
）、
ジ
ャ
ン
ボ
う
さ
ぎ

（
高
田
支
部
）、
○
○
○
○
○

（
宮
古
）

　

毎
日
な
か
な
か
疲
れ
が
取
れ

ま
せ
ん
。
休
み
の
日
は
寝
て
ば

か
り
…
。
食
べ
て
ば
か
り
…
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
、
ち
ゃ

ん
と
し
た
お
休
み
が
ほ
し
い
。

 

中
央
支
部　

モ
コ
モ
コ

　

　

　

高
田
病
院
最
新
情
報
。

　

病
棟
は
未
だ
に
入
院
後
の
褥

瘡
の
新
規
発
生
率
０
％
。
み
ん

な
の
努
力
の
賜
で
す
。

　

さ
ら
に
、
先
日
は
卓
球
部
の

決
起
集
会
を
行
い
、「
絆
」
を

深
め
ま
し
た
。
や
る
気
マ
ン
マ

ン
。今
年
、卓
球
部
は
初
出
場
！

で
も
県
大
会
ま
で
行
く
こ
と
を

目
標
に
、
み
ん
な
で
週
２
回
の

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

バ
レ
ー
部
も
週
１
回
の
練
習

を
始
め
ま
し
た
。
部
は
そ
れ
ぞ

れ
違
っ
て
も
気
持
ち
は
ひ
と

つ
！

 

高
田
支
部　

ウ
ー
ロ
ン

り
返
す
上
司
。
時
間
外
を
書
こ

う
と
、
声
か
け
あ
っ
て
い
く
ら

か
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
職
場
。

実
際
は
、
き
ち
ん
と
書
い
て
い

な
い
職
場
の
多
さ
▼
問
題
の
本

質
は
、
安
全
安
心
、
働
く
環
境

や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
も「
赤

字
・
黒
字
」
の
経
営
効
率
に
重

き
を
置
き
す
ぎ
る
こ
と
に
あ
る

▼
定
期
大
会
の
３
日
後
、
衆
議

院
で
は
「
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
」
の
悪
法
が
強
行
採

決
さ
れ
た
。
全
国
自
治
体
病

院
協
議
会
が
今
年
４
月
に
行
っ

た
調
査
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
０

年
度
に
負
担
し
た
消
費
税
（
損

税
）
は
１
病
院
あ
た
り
、
平
均

で
１
億
２
４
１
４
万
円
だ
っ
た

と
の
こ
と
。「
こ
の
ま
ま
で
の
増

税
で
は
経
営
へ
の
影
響
が
大
き

す
ぎ
て
成
り
立
た
な
い
」、
と

は
全
自
病
会
長
の
言
葉
。
岩
手

県
医
療
局
も
例
外
で
は
な
い
。

働
く
環
境
に
追
い
打
ち
を
か
け

る
こ
と
も
目
に
見
え
て
い
る
▼

こ
れ
か
ら
の
舞
台
は
、
参
議
院

へ
。
被
災
地
に
と
っ
て
も
何
の

メ
リ
ッ
ト
の
な
い
消
費
税
増
税

を
断
固
阻
止
す
る
行
動
と
あ
わ

せ
、
働
き
や
す
い
環
境
作
り
に

声
を
あ
げ
て
行
こ
う
。 

（
る
）



　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11―

１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

７
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

◇
オ
ス
プ
レ
イ　

ダ
メ
と
い
え
な
い　

野
田
な
の
だ

 

（
支
持
率
が
急
降
下
）

◇
消
費
税
上
げ
て　

減
税　

法
人
税 

（
大
企
業
）

◇
増
税
か
〜　

減
ら
す
お
か
ず
を　

考
え
る                    

 

（
ま
す
ま
す
家
計
が
苦
し
い
主
婦
）

◇
選
挙
せ
ず　

首
相
が
変
わ
り　

新
党
も

 

（
有
権
者
の
な
げ
き
）

◇
増
税
が　

地
域
医
療
を　

お
び
や
か
す

　
　
　
　
　

 

（
全
自
病
会
長
）

８月の予定
　４日（土）～　６日（月）

 原水爆禁止世界大会・広島

25日（土） 支部長会議（予定）

25日（土）～26日（日） 

 第58回日本母親大会in新潟

７月の予定
　１日（日） 消費税ストップ７．１県民集会（教育会館）

　６日（金）～　７日（土）

 県医労女性部第55回定期大会（志戸平）

14日（土） いわて労連女性部学習会（アイーナ）

14日（土）～15日（日）

 県医労青年部第55回定期大会（紫苑）

16日（月・祝） さよなら原発10万人集会（代々木）

20日（金） 支部長会議

21日（土）～22日（日）

 岩手医労連第38回医療研究集会（千秋閣）

22日（日） 第58回岩手県母親大会

 　　　助言者・司会者会議（一関）

25日（水）～27日（金）

 日本医労連第６２回定期大会（熱海）

29日（日） 第58回岩手県母親大会in一関

「テレビは何を伝え、
　何を伝えていないか
　　原発の隠された真実」
講師　白石　草さん
アワープラネットＴＶ（NPO法人）代表理事
2011年度放送ウーマン賞受賞者

医療研究集会医療研究集会第38回
岩手県
第38回
岩手県

みんなで創ろうみんなで創ろういわての医療いわての医療

どなたでもご参加いただけますどなたでもご参加いただけます

2012年７ 21 22
※参加費は１人1,500円（市民・学生は無料）
※予約なしでも参加できます
※宿泊の場合は実費（要予約）花巻温泉 ホテル千秋閣

午後1時30分から


